
⼤学の経営戦略等におけるコアファシリティの位置づけ

主な取組実績

コアファシリティ構築支援プログラム

お問合せ先
機関・部署名︓信州⼤学基盤研究支援センターコアファシリティ推進室
住所︓⻑野県松本市旭三丁⽬1番1号
Tel︓0263-37-3007 E-mail︓cf-shinshu@shinshu-u.ac.jp
部署HP︓https://www.shinshu-u.ac.jp/project/corefacility
共用システムHP︓https://shinshu.simprent.jp

本事業における５年後の
「達成目標」

遺伝子実験支援部門
動物実験支援部門
機器分析支援部門
RI実験支援部門
コアファシリティ推進室
共用機器の予約システム
の一元化、機器購入時の
重複チェック等

連携

基盤研究支援センター
（共用機器の管理・運用）

学術研究・産学官連携推進機構

学⻑

URA室・IR室
県の産業施策と
⼤学研究の連携推進

ファシリティマネジメント部会
戦略的機器整備⽅針案の作成
学内機器の共用体制案の作成

統合技術院（技術職員の全学組織）
⾼度技術職員の育成
全学的⾒地からの施策等検討
技術職員の人材像の明確化

本事業で構築する体制

②機器共用促進①技術職員⾼度化

機器共用化の促進
インセンティブ制度

戦略的な機器導入
IR室との連携

技術職員
キャリアパス改革

ローテーション
制度の導入

③信州アライアンス

産学連携の強化
URA室と協⼒

提案⼒向上
イニシアティブ
ファンド

機器の⾒える化
重複機器購入回避

発信⼒の強化
産学連携体制強化

技術職員
⾼度化

機器共用
促進

研究委員会

工程表

令和3年度の主な取り組み実績

①共同研究の⾼度化・⼤型化・国際化に対応できる⾼度技術職員の育成
②先端機器共用化を促進し、産学連携増により⾃⽴的経営基盤とする
③地域の産業施策と連動した⼤学間連携と共用化促進

地域企業

地域企業

連携

慶應義塾⼤学
東京都⽴⼤学
（協⼒機関）

⻑野県、県内⼤学、地域企業で組織
横断的に機器を共同利用できるネッ
トワークを形成し、地域の産業施策
との連動体制を構築

⻑野県内
国公⽴⼤学

公

信州共用機器ネットワーク

⻑野県内
私⽴⼤学

⻑野県内
公設試験場 地域企業

国 私

産公

共用機器ネット
ワーク化

地域企業研究者の
利便性向上

効率的運用
予約システム
一元化

ネットワーク
インセンティブ
利用料負担減

・機器共用インセンティブ導入
（令和3年12月）
・先端的研究機器導入・管理制度
の試験運用（令和3年度末）

・機器重複回避制度開始
（令和3年2月）
・機器整備（電子顕微鏡
オプション追加等）

③信州アライアンス
・連携制度設計
・県内⼤学、公設試打ち合わせ
・機器予約システム開発準備

①技術職員⾼度化
・統合技術院設置準備
（令和4年4月発足予定）
・技術職員アンケートの実施
・技術職員イニシアチブファンド
制度設計

（令和4年度開始予定）
②機器共用促進
・コアファシリティ推進室設置
（令和3年9月）
・ファシリティマネジメント部会
設置（令和3年9月）

組織整備

信州
ｱﾗｲｱﾝｽ

機器整備


